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情報・知能工学

[]]

ア

ウ

オ

キ

-kQ(t)

ケ

解

100

サ

用

受

紙

5

験

イ

イ守

78

点

コニ

番

②

力

exp (-kt)

ク

二1

60

10

1

3

20

号

答



(D

したがって,

A= exp(のとおくと

(2)

dQ①
dt

0において々(の

-kQ(t)

In Q(t)

dQ(t)
-kdt

Q(t)

-kt十C(Cは積分定数)

^^

10 において々(1の

1

両辺の自然対数をとって,

100,

したがって,

Q(t)= A exp(-kt)

100 = A

60(40g溶けたので残量は60g)から,

(3) Q(t)

60

⑩0町(・(ー"・)4 '",' 30 では,

Q①= 100、、P {ー(31、ー)}= 100、、P {1、(ー)}= 100 (ー)= 21.6

.00 ・酔・.00町(・(ー,"・)4

而'町(・(ず、')4

Aexp (-10k)

したがって,溶けた量は78g である。
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10oexp (-10k)
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よって,

したがって,20秒後となる。

(5)指数関数であること,および(t,Q(t))
通ることを考えると,②である。

・、・・(倫,・ 1)4

t=20

Φ,10の, ao,6の,(20,36),(30,21.6)の 4 点を
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解答の導出法

( 2 )

1024 のときプログラム 2では 1024回ループ処理が行われる
^X のためと0

(2・3)は[1丕11^回行われる。一方でプログラム 3 では Sqrt a024).32回

プ処理が行われる。このため(3.3)は[1^回行われる。処理の回数
は 32/1024 となる^

0

のとき, XDivListの要素は
、.

、、^

{ 1, 1024,2,512,4,256,8, 128,

14.1

の[Σ亘11^]個になる。 1024の約数は 1 1
を約数として検出したときに, 1024/32 ^

,

重複するためである

・、 E亙互三ヨ

( 4 )

a * 512, b .200のとき,プログラム 3 の(3.3)の処理は a に対して Sqrt ( 512 )
^

22.6であるから(3.3)の処理は[1直11i巨Σ]回, bに対して Sqrt(20の ^

であるから区1亘1]^]回となる。 のときこ

aDiⅥ"istの要素は{1,512, 2,256,4, 128,8,64, 16,32}の 10個

bDivList の要素は a ,200, 2, 100,4,50,5,40,8,25, 10,20}の 12個

となる。プログラム 1 の(1. 1のの処理はaDivList, bDivListの総当たりである

[11亙11^回行われる。ため 10 × 12 ^

において(4. D (4,2)の処理を順次記述すると

(判定メの1 12^

(判定ギの88

(判定一の24

(判定メの16

(判定メの

(判定=0)0

以上の合計[11亘1^]回行われる。

プログラム4

512 % 200

200 % 112

112 % 88 ^

88 % 24 ^

24 % 16 = 8

16 % 8 ^

0

3 では 32

れ,32が

32,32 }

るが,プログラム

た要素に組み込ま

であるため最大公約数は8

64,

であ
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( 2 )

ア カノレノ 図は以下の通りとなる

akbk

k-1

イ 上のカルノー図から簡単化すると
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( 3 )

0

00

次の3つの項からなる諭理式を得る 0

fk = akbk +瓦kfk-1 + bkfk_1
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( 4 )

ア 最下位桁となる f。の論理式は,問(2)イの結果にf_.=0 を代入すれぱ,
次式を得る

イ 回路図は以下の通りとなる
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f。=反。b。
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